
JP 2008-531055 A5 2009.3.12

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成21年3月12日(2009.3.12)

【公表番号】特表2008-531055(P2008-531055A)
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【手続補正書】
【提出日】平成21年1月21日(2009.1.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
［ＦｅＦｅ］－ヒドロゲナーゼの構造遺伝子（複数）および／または該成熟遺伝子Ｈｙｄ
Ｅ、ＨｙｄＦ、およびＨｙＧのホモローグのいずれかを含まない宿主生物において活性［
ＦｅＦｅ］－ヒドロゲナーゼを発現させる方法であって、
構造ヒドロゲナーゼ遺伝子（複数）および／または成熟遺伝子ＨｙｄＥ、ＨｙｄＦおよび
ＨｙｄＧを、これらの遺伝子を含有する生物から発現プラスミドへクローニングすること
と、
該プラスミドを、生来の［ＦｅＦｅ］－ヒドロゲナーゼを欠くか、または破壊された［Ｆ
ｅＦｅ］－ヒドロゲナーゼを有する生物に導入してそれを好気性培養することと、および
嫌気生活に誘導して［ＦｅＦｅ］－ヒドロゲナーゼ生合成およびＨ2産生をさせること
を含む方法。
【請求項２】
前記［ＦｅＦｅ］－ヒドロゲナーゼを含有する生物が緑藻である請求項１記載の方法。
【請求項３】
前記生物が［ＦｅＦｅ］－ヒドロゲナーゼを含有する任意の真核生物または原核生物であ
る請求項２記載の方法。
【請求項４】
前記生物が、Ｃ．ラインハーディＨｙｄＥＦおよびＨｙｄＧ遺伝子のホモローグを含有す
る請求項３記載の方法。
【請求項５】
Ｃ．ラインハーディＨｙｄＥＦおよびＨｙｄＧ遺伝子のホモローグを含有する前記ホモロ
ーグが、限定はされないが、Ｔ．マリティマ、Ｔ．ネアポリタナ、Ｃ．サーモセラム、Ｃ
．パステリアヌム、Ｂ．セタイオタオミクロン、Ｔ．テンコンゲンシス、Ｄ．ブルガリス
、Ｃ．アセトブチリカム、Ｃ．パーフリンジェンス、Ｄ．デスルフリカンス、Ｃ．ボツリ
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ヌム、Ｃ．ディフィシル、Ｓ．オネイデンシス、およびＣ．テタニからなる群より選択さ
れる請求項４記載の方法。
【請求項６】
生来の［ＦｅＦｅ］－ヒドロゲナーゼを欠く前記生物がＥ．コリである請求項１記載の方
法。
【請求項７】
生来の［ＦｅＦｅ］－ヒドロゲナーゼを欠く前記生物が、破壊された不活性［ＦｅＦｅ］
－ヒドロゲナーゼを含有する任意の生物である請求項１記載の方法。
【請求項８】
生来の［ＦｅＦｅ］－ヒドロゲナーゼを欠く前記生物が、［ＮｉＦｅ］－ヒドロゲナーゼ
を含有する任意の生物である請求項１記載の方法。
【請求項９】
嫌気生活に誘導することが、暗中で中性ガスをパージすることによるか、還元剤を添加す
ることによる請求項１記載の方法。
【請求項１０】
前記中性ガスはアルゴンである請求項９記載の方法。
【請求項１１】
嫌気生活に誘導することが、硫黄欠乏培養物を露光させることによる請求項１記載の方法
。
【請求項１２】
前記ＨｙｄＥ、ＨｙｄＦおよびＨｙｄＧ遺伝子が、Ｃ．アセトブチリカムから選択され、
かつ前記ヒドロゲナーゼ構造遺伝子、ＨｙｄＥ、ＨｙｄＦおよびＨｙｄＧ遺伝子が発現す
ることになる前記宿主生物がＥ．コリである請求項５記載の方法。
【請求項１３】
前記Ｃ．ラインハーディＨｙｄＥ、ＨｙｄＦ、ＨｙｄＧのホモローグおよび前記ヒドロゲ
ナーゼ構造遺伝子（複数）を同時発現するＥ．コリ。
【請求項１４】
前記生来のヒドロゲナーゼ（［ＦｅＦｅ］または［ＮｉＦｅ］のいずれか）遺伝子（複数
）が破壊され、ＨｙｄＥ、ＨｙｄＦ、ＨｙｄＧおよび［ＦｅＦｅ］－ヒドロゲナーゼ構造
遺伝子を同時発現し、かつ活性［ＦｅＦｅ］－ヒドロゲナーゼを合成する宿主生物。
【請求項１５】
前記生物が限定されないが、Ｅ．コリである請求項１４記載の宿主生物。
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